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7.COVID-19 mRNA ワクチン有害事象の疫学的調査 

Margot DesBois,B.A.および Brian S.Hooker,Ph.D.16 

7.1はじめに 

FDAは 2020年 12月、緊急使用許可(Emergency Use Authorization)の下で SARS-CoV-

2 mRNA ワクチンの使用を初めて承認した[273]。2022 年 12 月までの間に、米国では 6 億

5000 万回を超える COVID-19 ワクチンの mRNA 接種が行われ、世界では 130 億回近くが接

種された[274]。このワクチン接種プログラムの開始以来、Pfizer-BioNTech 社および Moderna

社の新規 mRNA ワクチンによる COVID-19 ワクチン接種後に発生した数百万件の有害事象が

個人および医療従事者から報告されている。政府の保健当局は、これらのワクチンは実質的に全

ての小児および成人に対して安全であると繰り返し主張しているが、多数の疫学研究により、米

国および世界中でこれらの注射後に重篤な健康問題の発生率が有意に増加したことが明らかに

されている。この査読済みの研究には、臨床試験データ、受動的サーベイランスデータ、ならびに

前向きおよび後ろ向きコホートデータの解析が含まれており、その多くはワクチン接種群と非接種

群を直接比較したものである。研究対象集団には、都市、医療システム、国内および国際的なデ

ータベースからのランダム化試験の参加者、入院患者、政府の医療加入者および公的ボランティ

アが含まれる。 

7.2一般的な有害事象、重篤な有害事象、死亡、入院、生命を脅かす事象 

7.2.1 臨床試験データの解析。SARS-CoV-2 の mRNA ワクチンである Pfizer BNT162b2 と

Moderna mRNA-1273の両方について、複数の研究グループがランダム化プラセボ対照試験の

データを解析したところ、接種群では非接種群と比べて有害事象の発生率が有意に高かったこと

が明らかにされた。 

Cheng らは、様々な COVID-19 ワクチンに関する第 III 相臨床試験のデータを評価するため、

複数の文献をレビューした[275]。8 つの研究と 7 つの COVID-19 ワクチン、および 150,000 人

以上の被験者を対象とした解析において、mRNA ワクチンは接種歴のない対照群と比較して有

害事象のリスクが最も高く、1 回目と 2 回目の接種後の有害事象のリスクはそれぞれ 1.83 倍

(95%CI 1.80～1.86)と 2.16倍(95%CI 2.11～2.20)に上昇したことが明らかにされた。 

Kouhpayeh と Ansari は、公表された臨床試験データのレビューも行ったが、その中にはワク

チン群と対照群にそれぞれ約 60,000人が参加した 5つの mRNA ワクチン研究が含まれていた

[276]。その結果、mRNA ワクチンの接種を受けた集団では、接種を受けなかった集団と比較して、

全身性有害事象のリスクが 1.53 倍(95%CI 1.08～2.16)高かったことが明らかにされた。報告さ

れた主な全身反応は発熱、疲労および頭痛であった。 

 
16Margot DesBois は Children's Health Defense の Science Fellow である。ブライアン・フ

ッカーは Simpson University の Professor of Biology であり、Children's Health Defense の

Chief Scientific Officer でもある。 
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Fraimanらは、Pfizer BNT162b2およびModerna mRNA-1273 ワクチンの第 III相臨床試

験データにおいて、重篤な有害事象(SAE)および特に注目すべき重篤な有害事象(AESI)を評価し

た[277]。著者らは、各試験に記載されていた SAEを用い、Brighton Collaborationが作成して

世界保健機関(World Health Organization:WHO)が承認した有害事象の優先順位リストから

AESIを導き出した。重篤な有害事象は以下のように定義された。 

死亡、事象発現時の生命を脅かすもの、入院又は入院期間の延長、永続的又は顕著な障害/無

能力、先天異常/先天異常、医学的に重要な事象のいずれかに該当すると医学的に判断された場

合。 

2つのmRNAワクチンを合わせると、AESIの過剰リスクはワクチン接種 10,000件当たり 12.5

件であった(95%CI 2.1～22.9)。いずれかのワクチンを接種した試験参加者では、対照群と比較

して AESIのリスクが 43%高かった(リスク比 1.43;95%CI 1.07～1.92)。 

Pfizer 社のワクチンを接種した被験者では、対照群と比較して重篤な有害事象のリスクが 36%

高かったことが示され(リスク比[RR]1.36,95%信頼区間[CI]1.02-1.83;リスク差[RR]18.0/接種

10,000 回、95%CI 1.2-34.9),これは重篤な有害事象が「治療群間で均衡していた」という FDA

の結論とは対照的であった[277,278]。この不一致の理由としては、FDA が異なる解析対象集団

を採用したことや、フォローアップ期間が短かったことなどが考えられる。また、米国食品医薬品局

(Food and Drug Administration:FDA)が何らかの重篤な有害事象を経験した被験者の総数

を解析したのに対し、Fraimanらは重篤な有害事象の総数に基づいて解析を行った。Pfizer社と

Moderna社の両試験において、Fraiman らは、凝固障害の Brighton分類で最大の過剰リスク

が生じたことを明らかにした。 

Fraiman らも両ワクチンのリスク-ベネフィット評価を完了し、Pfizer BNT162b2 ワクチンでは

プラセボ群と比較して重篤な AESIの過剰リスクがワクチン接種者 10,000人当たり 10.1人であ

る一方、COVID-19 による入院がワクチン接種者 10,000 人当たり 2.3 人で回避されたことを明

らかにした。Moderna mRNA-1273 ワクチンでは、プラセボ群と比較して、重篤な AESIの過剰リ

スクがワクチン接種者 10,000人当たり 15.1人である一方、COVID-19による入院がワクチン接

種者 10,000人当たり 6.4人で回避されたことが示された[277]。 

7.2.2市販後調査データの解析。また、ワクチンが一般に公開されてから数カ月間に収集された

医薬品安全性監視データの解析から、特定の有害事象の発生率が高いことも明らかにされた。 

Wong らが FDA の資金提供を受けて実施した前向き研究では、2020 年 12 月から 2022 年

1月までの 65 歳以上の患者 3000 万人以上を対象として、Medicaid の請求データが評価され

た[279]。研究者らは、COVID-19 ワクチンの接種を少なくとも 1 回受けた患者で観察された 14

種類のアウトカムの数と、パンデミック前に COVID-19のワクチン接種を受けていなかった同様の

集団におけるバックグラウンド率に基づく期待数を比較した。週 1 回の連続検査により、Pfizer 

BNT162b2 ワクチン接種後に統計的シグナルの閾値を満たす 4 つのアウトカムが明らかにされ

た:肺塞栓症(PE;率比 1.54;ワクチン接種後 1～28日),急性心筋梗塞(AMI;率比 1.42;1～28日),

播種性血管内凝固症候群(DIC;率比 1.91;1～28 日),および免疫性血小板減少症(ITP;率比

1.44;1～42 日)である。バックグラウンド率の月毎の変動を調整した後も、PE の発生率比のみが

シグナルの統計的閾値を満たしていた[279]。 
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Vaccine Adverse Event Reporting System(VAERS)は、2020年 12月から 2022年 12月

までの間に、COVID-19 ワクチンに関連する 250 万件を超える報告を受理して処理しており、そ

の報告率は接種 10,000 回当たり約 42 件であった[280,281]。その中には mRNA ベースの

COVID-19 ワクチン接種に関連した死亡報告 40,883 件が含まれており、これは接種 100,000

回当たり約 6 例の死亡に相当する。これは、1990 年以降に全てのインフルエンザワクチンについ

て報告された死亡者数の合計の 45倍以上である。 

 

表 7.1 2020年 12月から 2021年 10月までの期間における、4つの主要な遺伝子ベー

スの COVID-19 ワクチンのそれぞれに関連する死亡、生命を脅かす反応(LTR),および入院

の相対リスクを、全てのインフルエンザワクチンの合計と比較したもの。モンタノ[282]の表 1

からのデータ。AstraZeneca 社のワクチンは米国では使用されていないため、VAERS のデ

ータには含まれていない。 

 

モンタノは、2020年から 2021年 10月にかけて実施された EudraVigilance(The European 

Database of Suspected Adverse Drug Reaction)と VAERSのサーベイランスデータ解析に

おいて、COVID-19 ワクチンとインフルエンザワクチンの有害事象報告率を比較した[282]。同氏

は 、 欧州疾病予防管理 セ ン タ ー(European Center for Disease Prevention and 

Control:ECDC),欧州統計局(European Statistical Office:Eurostat)および米国疾病予防管

理センター(Centers for Disease Control and Prevention:CDC)から得られた欧州および米

国のワクチン接種率データを用いて、接種された各種ワクチンの総数を推定した。COVID-19 ワク

チン(AstraZeneca社、Janssen社、Moderna社、Pfizer社を含む)の単位当たりの死亡、入院、

および生命を脅かす反応の報告数は、インフルエンザワクチンの報告数をはるかに上回っている。

EudraVigilance と VAERSでは、それぞれ死亡数の報告数が 42.53倍(95%信頼区間 33.49～

54.01)と 345.42 倍(95%信頼区間 224.61531.20)、入院の報告数が 45.71 倍(95%信頼区間

41.26～50.65)と 189.65 倍(95%信頼区間 163.85～219.53)、生命を脅かす副作用の報告数

が 56.13 倍(95%信頼区間 44.51～70.78)と 196.72 倍(95%信頼区間 147.04～263.19)多か

った。表 7.1にこれらの知見を要約する。 

いずれの COVID-19ワクチンもインフルエンザワクチンに関連する有害事象のリスクを大きく上

回っていたが、それでもなお、ワクチン間にはいくらかの差が認められた。EudraVigilance では、
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Moderna 社のワクチン単独で、Janssen 社のワクチンと比較して、死亡の報告頻度が 2.99 倍

(95%CI 2.69～3.32),入院の報告頻度が 2.77 倍(95%CI 2.65～2.89),生命を脅かす反応の報

告頻度が 2.20 倍(95%CI 2.02～2.39)高かった。しかし、この顕著な差は VAERS では明らかで

はなかった。インフルエンザワクチンと比較した COVID-19 ワクチンの相対リスクが最も高かった

のは、アレルギー反応、不整脈、一般的な心血管イベント、凝固、出血、消化管反応、眼反応、性器

反応、および血栓症であった。 

7.2.3 ワクチン接種群と非接種群のコホート解析。他の研究では、市販後の臨床状況において

有害事象の増加が認められた。Barda らの後ろ向きコホート研究では、イスラエルのある大規模

医療機関において、ワクチン接種者と非接種者をマッチさせた約 800,000人の患者が対象とされ

た。その結果、2020 年 12 月から 2021 年 5 月までに Pfizer BNT162b2 ワクチンの接種を受

けた患者では、接種を受けなかった患者と比較して、心筋炎(リスク比3.24;95%CI 1.55-12.44;リ

スク差 100,000人当たり 2.7件;95%CI 1.0-4.6),リンパ節腫脹(リスク比 2.43;95%CI 2.052.78;

リスク差100,000人当たり78.4件;95%CI 64.1-89.3),虫垂炎(リスク比1.40 95%CI 1.02-2.01;

リスク差 100,000人当たり 5.0件;95%CI 0.3-9.9),帯状疱疹(リスク比 1.43;95%CI 1.20-1.73;

リスク差 100,000人当たり 15.8件;95%CI 8.2-24.2)のリスクが高かったことが示された[283]。 

7.2.4要約。COVID-19のmRNAワクチン接種後に発生した有害事象の範囲を調査した研究で

は、有害事象全般、65 歳以上における凝固障害、肺塞栓症、急性心筋梗塞、播種性血管内凝固

症候群、免疫性血小板減少症などの重篤な有害事象、アレルギー反応、不整脈、一般的な心血管

イベント、凝固、出血、消化管反応、眼反応、性器反応、血栓症、心筋炎、リンパ節腫脹、虫垂炎、

帯状疱疹、入院、生命を脅かす反応、死亡などの発生率が上昇することが明らかにされた。 

7.3心イベント 

受動サーベイランス、能動サーベイランスおよび医療システムのコホートデータを対象とした多

数の解析において、炎症性心疾患とmRNAベースのCOVID-19ワクチン接種との間に強い関連

性が認められている。 

7.3.1 サーベイランスデータの解析。心筋炎と COVID-19 ワクチンの mRNA を関連付ける初

期の文献が、2021年6月に公表されたU.S.Department of Defenseの研究で確認され、2021

年 1月から 4月までに米国の軍人に発生した 23例が詳細に報告された[284]。2021年 2月 19

日の週までに、VAERS には重篤な有害事象の報告が十分に寄せられ、若年男性の心筋炎と

COVID-19 ワクチンとの因果関係が 95%以上の信頼度で示唆された[285]。このような害の証拠

があるにもかかわらず、5月 10 日、FDA は Pfizer-BioNTech 社のワクチンに対する EUA を拡

大し、12～15歳の米国人 1400万人を対象に含めた[286]。その 2日後、CDCはこの年齢層に

対してこのワクチンを承認し、推奨した[287]。5月 27日、CDCはワクチン接種に対する有害な心

臓反応を認め、ウェブサイトに「mRNA を用いた COVID-19 ワクチン接種後の心筋炎および心膜

炎」というページを作成し、次のように記載した[288]: 

2021年 4月以降、Vaccine Adverse Event Reporting System(VAERS)への心臓の炎症症

例の報告が増加している。 
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2020年 12月から 2022年 12月までの間に、COVID-19 ワクチンに関して VAERSに提出さ

れた報告のうち 4,000件以上(約 0.16%)が心筋炎であり、これは 1回のワクチン接種当たりの発

生数がインフルエンザの 100倍であった[280,281]。 

Oster らは、2020年 12月から 2021年 8月までに VAERSに報告されたmRNA ワクチン接

種後の心筋炎について記述的解析を行い、1,626 件の報告が心筋炎の症例定義を満たしていた

ことを明らかにした[289]。2 回目の接種後のリスクが最も高かったのは、16～17 歳の青年男性

(Pfizer BNT162b2 ワクチン 100万接種当たり 105.9[95%CI 91.65-122.27]),12～15歳の青

年男性(Pfizer BNT162b2 ワクチン 100万接種当たり 70.7[95%CI 61.88-81.11]),18～24歳

の若 年 男性(Pfizer BNT162b2 ワ ク チ ン 100 万接種当 た り 52.4[95%CI 45.56-

60.33],Moderna mRNA-1273 ワクチン 100万接種当たり 56.3[95%CI 47.08-67.34])であっ

た。図 7.1は、この研究から得られたいくつかの重要な知見を示している。 

Liらが同じ観察期間(2020年 12月～2021年 8月)に実施した COVID-19ワクチン接種後の

心筋炎および心膜炎に関する VAERS の解析では、発生率は接種 100 万回当たり 5.98 例と低

かった(95%CI 5.73-6.24)[290]。発生率は 12～17 歳の青年で最も高く、投与 100 万回当たり

20.94例(95%CI 19.0123.01)であった。 

図 7.1 2020年 12月から 2021年 8月までに VAERSに報告された COVID-19 mRNA ワクチン接種後に心

筋炎を発症した症例(接種後の発症日および製造業者別)。[289]の図 2を再プロットしたもの。 

報告は mRNA ワクチンの 1 回目の接種後よりも 2 回目の接種後に多くみられた。全体では、

VAERS に含まれる他の全てのワクチンと比較して、COVID-19 ワクチンの 2 つの mRNA に心筋

炎/心膜炎のオッズ上昇との関連が認められ、報告されたオッズ比は Moderna mRNA-1273で

2.91(95%CI 2.21-3.83),Pfizer BNT162b2で 5.37(95%CI 4.10-7.04)であった。 

Strausらが 2020年 12月から 2022年 2月にかけて Moderna社のグローバル安全性デー

タベースを対象として実施した市販後調査の解析では、Moderna 社のワクチンを接種した後の

心筋炎の発生率は 40 歳未満の男性、特に 18-24 歳の男性で最も高く(100,000 人年当たり

53.76例),米国の Premier Healthcare Database[291]の住民対象データから推定された発生

率と比較して 3.10倍(95%CI 2.68-3.58)高かったことが明らかにされた。 
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Witbergらは、イスラエルの大規模医療システムでワクチン接種を受けた 250万人以上の患者

を対象とした後ろ向きコホート解析を行い、Pfizer BNT162b2 mRNA ワクチンの接種を少なくと

も 1 回受けた患者における心筋炎の推定発生率は 100,000 人当たり 2.13 例(95%信頼区間

1.56-2.70)であったことを明らかにした[292]。発生率が最も高かったのは 16～29 歳の男性患

者で(100,000人当たり 10.69例;95%CI 6.93～14.46),これはOsterらの知見と同等であった。 

Krug らが VAERS のデータを用いてリスク-ベネフィット分析を行ったところ、2021 年のデルタ

波の際には、COVID-19 の感染歴があり併存症のない男児では、Pfizer BNT162b2 ワクチンを

1 回接種しただけでも、COVID-19 による入院に対するベネフィットよりも心筋炎/心膜炎のリス

クの方が高かったとの国際的な推定結果が得られた[293]。 

Chua らが 2021年 6月から 9月にかけて実施した後ろ向きコホート研究[294]では、12～17

歳の中国人青年男性における 2回目のファイザーコミナティ接種後の急性心筋炎/心膜炎の発生

率は、ワクチン接種者 100,000人当たり 37.32人であった(95%信頼区間:26.95.25～98-51)。 

Kim らは WHO の VigiBase データベースを用いてサーベイランス解析を行い[295],2020 年

1月から 2021年 1月までに報告された心臓関連の有害事象をmRNAベースの COVID-19 ワ

クチンとインフルエンザワクチンで比較した。COVID-19 mRNA ワクチンの接種を受けた個人で

は、1回の接種につき、心臓の有害事象である高血圧クリーゼ(12.72倍;95%CI 2.47～65.54)お

よび上室頻拍(7.94 倍;95%CI 2.62-24～00)の報告オッズがインフルエンザワクチンと比較して

有意に高かった。 

Sunらがイスラエルの National Emergency Medical Services(EMS)から収集したデータセッ

トを解析したところ、2021年 1月から 5月にかけて、16-39歳の集団において 2019-2020年と

比較して EMS による心停止および急性冠症候群の通報が 25%以上増加したことが明らかにされ

た[296]。週当たりの緊急電話件数は、この年齢層における 1 回目および 2 回目のワクチン接種

率と有意に相関していたが、COVID-19感染率とは関連していなかった。 

7.3.2 ワクチン接種群と非接種群のコホート解析。Karlstad らは、2020 年 12 月から 2021

年 10月までの期間に 12歳以上の被験者を対象にワクチン接種から 28日以内に実施された 4

つの全国コホート研究を対象としたメタアナリシスにおいて、mRNAワクチンの 2回目の接種後に

心筋炎を発症するリスクは16～24歳の男性で最も高く、ワクチン未接種者と比較して、Pfizer社

で 5.31 倍(95%信頼区間 3.68～7.68),Moderna 社で 13.83 倍(95%信頼区間 8.08～23.68)

高かったことを明らかにした[297]。 

Mevorach らによるイスラエル保健省のデータを用いた後ろ向きコホート研究では、Pfizer 

BNT162b2 mRNA ワクチンの 2回目の接種から 30日以内の心筋炎の発生率は、ワクチン未接

種者と比較して 2.35倍(95%信頼区間 1.10～5.02)高かった[298]。発生率比は 16～19歳の男

性レシピエントで最も高く、8.96倍(95%CI 4.50～17.83)高く、発生率は 6,637人に 1人であっ

た。これは、著者らがワクチン未接種の一般集団で算出した心筋炎の発生率(10,857 人に 1 人)

の 1.64 倍である。2 回目のワクチン接種から 30 日以内に発生した心筋炎の発生率は、Israel 

National Hospital Discharge Database(2017～2019年)の過去のデータに基づく予想発生

率の 5.34倍(95%CI 4.48～6.40)であった。ここでもリスクは 16～19歳の男性レシピエントで最

も高く、予想症例数 2.35 例に対して観察症例数 32 例で、リスクは 13.60 倍(95%CI 9.30～

19.20)高かった。 
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Lai らは、200,000 人以上の患者を含む香港の医療データベースに登録された 12-18 歳の青

年を対象とした後ろ向きコホート研究で、Pfizer BNT162b2 ワクチンの接種から 28日以内の有

害事象の発生率を評価した[299]。ワクチンの 1 回目の接種を受けた青年では、接種を受けなか

った青年と比較して心筋炎のリスクが 9.15 倍(95%CI 14-73～1.16)高く、2 回目の接種を受け

た青年ではリスクが29.61倍(95%CI 4～04～217～07)高かった。さらに、2回目の接種後には、

ワクチンを接種した青年では接種を受けなかった青年と比べて睡眠障害/障害のリスクが 2.06倍

(95%CI 01-4～0.24)高くなった。 

Laiらは、2021年2月から8月にかけて香港の入院患者を対象とした症例対照研究を実施し、

トロポニン値が上昇した心炎患者 160 例と対照患者 1,533 例を評価した[300]。心血管疾患の

危険因子で補正した多変量解析では、Pfizer BNT162b2 ワクチンの接種を受けた患者では、接

種を受けなかった患者と比べて心炎のオッズが 3.57倍高かった(95%CI 1.93～6.60)。男性のワ

クチン接種者では、オッズは 4.68 倍高かった(95%CI 2.25～9.71)。BNT162b2 の 2 回目の接

種後の方が 1回目よりもリスクが高かった。 

7.3.3その他のコホート解析。Goddardらは、8つの統合医療提供システムで構成される CDC

のVaccine Safety Datalinkデータベースを対象として後ろ向き解析を行った[301]。本研究は、

CDCの Immunization Safety Officeのディレクターである Dr.Tom Shimaburo と CDCの

同僚である Dr.Eric Weintraubおよび Dr.Matthew Osterが共同で執筆した。その結果、18～

39歳の被験者では、2020年12月から2022年1月までの期間中に Pfizer社またはModerna

社の COVID-19ワクチンの 1回目または 2回目の接種を受けてから 7日以内に心筋炎または心

膜炎を発症するリスクが、22～42 日前に接種を受けた被験者と比較して有意に高かったことが

明らかにされた。Pfizer 社製ワクチンでは、1 回目の接種後の発生率が 3.02 倍(95%CI 038～

0.33),2回目の接種後の発生率が 14.30倍(95%CI 6～45-34～85)であり、Moderna社製ワク

チンでは、1回目の接種後の発生率が 3.46倍(95%CI 12-11～07),2回目の接種後の発生率が

18.75倍(95%CI 6～73-64～94)であった。 

Simone らの後ろ向きコホート研究では、Kaiser Permanente Southern California のデー

タベースに登録された患者のうち、2020年 12月から 2022年 2月までの間に COVID-19 ワク

チンmRNAの接種を 1～3回受けた計 300万人以上が対象とされた[302]。2回目のワクチン接

種から 7 日以内に心筋炎を発症するリスクは、ワクチン接種日の 2 年前に当たる 365 日間のベ

ースライン期間と比較して 10.23 倍(95%CI:6.0916.4)高かった。3 回目のワクチン接種(追加接

種)から 7 日以内に心筋炎を発症するリスクは 6.08 倍(95%CI 34-13～2.3)高かった。この研究

で最初に投与されたmRNA ワクチンに関連した統計的に有意なリスクは認められなかった。 

2020 年 12 月から 2021 年 9 月までのイタリアの国立病院のデータを用いたマサリらの自己

対照症例集積研究では、Moderna社のワクチンを接種した 12～39歳の男性では、ベースライン

期間(1 回目または 2 回目のワクチン接種から 0～21 日後の期間を除く)と比較して、1 回目のワ

クチン接種から 7 日以内に心筋炎または心膜炎と診断されるリスクが 12.28 倍(95%信頼区間

4.09～36.83),2回目のワクチン接種から11.91倍(95%信頼区間3.88～36.53)高かった[303]。 

Patone らによる自己対照症例集積研究では、2020 年 12 月から 2021 年 12 月までの間に

13 歳以上の患者が心筋炎と診断された事例が検討された[304]。男性では、Moderna 社製ワク

チンの 1 回目(2.35 倍;95%CI 1.095.08),2 回目(14.98 倍;95%CI 8.61-26.07),および 3 回目
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(3.57 倍;95%CI 1.48-8.64)の接種後 28 日以内にリスクの上昇が認められたが、これは接種前

29日から接種後 29日までの範囲外のベースライン期間と比較したものである。最も発生率が高

かったのは 40歳未満の男性で、リスク増加の 16.83倍(95%CI:9.11-31～11.11)であり、2回目

のワクチン接種から 28 日以内に発生していた。また、Pfizer(用量は問わない)と Moderna(2 回

目と 3回目)の接種を受けた全被験者、Pfizer(1回目または 3回目)と Moderna(2回目)の接種

を受けた女性、Pfizer(用量は問わない)の接種を受けた男性においても、発生率の有意な上昇が

認められた。 

7.3.4 要約。心筋炎は重篤な疾患であり、心筋(心筋壁)の損傷を示唆する。女性も心筋炎に罹患

する可能性があるが、最もリスクが高いのは若年男性である。若年者における突然死のほぼ 20%

が心筋炎によるものである。生存率は 1年後で 80%,5年後で 50%である[305]。 

前述の分析では、mRNA ワクチンの投与を受けた患者に心筋炎の有意な存在が確認されてお

り、青年および若年成人男性で最も頻度が高い。VAERS に登録されている他の全てのワクチンと

比較して、COVID-19 ワクチンの mRNA は心筋炎/心膜炎のオッズ上昇と関連していた。心筋炎

の発生率は、ワクチン接種 100 万回当たり 10 例未満から 100 例以上の範囲であった。心筋炎

の発生率は、年齢、性別、およびワクチンの種類にもよるが、ワクチン未接種者またはベースライン

の発生率と比較して、接種者で約 2～30 倍高かった。1 回目の投与後よりも 2 回目の投与後の

方が発現率は通常高かった。対照的に、2020年 3月から 2021年 1月にかけてイスラエルの成

人約 200,000 人を対象とした大規模後ろ向きコホート研究では、COVID-19 感染症(PCR 検査

陽性と定義)は心筋炎(補正後ハザード比[aHR]1.08;95%CI 0.45-2.56)と心膜炎(aHR 

0.53;95%CI 0.25-1.13)のいずれとも関連していなかった[306]。mRNA ワクチンの接種を受け

た人では、心筋炎に加えて、心臓の有害事象である高血圧クリーゼおよび上室頻拍のオッズがイ

ンフルエンザワクチン接種者と比較して上昇した。 

7.4血栓イベント 

mRNA COVID-19 ワクチン接種後の身体および脳の血管系における血液凝固障害が、観察研

究および自己対照研究において定量化および評価されている。COVID-19 ワクチンに関する

VAERS の報告では、脳血管イベントの発生率は 0.1%未満であったが、COVID-19 ワクチンで報

告された 1回の接種当たりの脳血管イベントの発生数はインフルエンザワクチンの 60倍を超えて

いた[280,281]。 

Tu らは、2020年 1月から 2021年 8月にかけて同国の全ての公立急性期病院を対象とした

コホート観察研究を実施し、9名の患者がmRNA SARS-CoV-2ワクチン接種(Pfizer-BioNTech 

BNT162b2 または Moderna mRNA-1273)から 6 週間以内に脳静脈血栓症(CVT)で入院した

ことを明らかにした[307]。これは概算で 100,000 人年当たり 2.59 例の発生率に相当した

(95%CI 1.19～4.92)。 

Hippisley-Cox らが実施した自己対照症例集積研究では、2020 年 12 月から 2021 年 4 月

までに英国の登録簿に登録された COVID-19 ワクチン接種者約 3000 万人を対象として、入院

件数と死亡数が解析された[308]。著者らは、ワクチン接種 0～28 日後の被験者を、接種 28 日

前から接種 28日後までの期間を除外したベースライン期間と比較した。Pfizer社のワクチンを 1

回接種すると、動脈血栓塞栓症のリスクが 1.06倍(15～21 日で 95%信頼区間 1.01～1.10),脳
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静脈洞血栓症のリスクが 3.58倍(15～21日で 95%信頼区間 1.39～9.27),虚血性発作のリスク

が 1.12倍(15～21日で 95%信頼区間 1.04～1.20)増大した。 

Berildらが実施した後ろ向き自己対照コホート研究では、2020年 1月から 2021年 5月にか

けてノルウェイ、フインランド、およびデンマークの病院レジストリーを対象として、COVID-19 ワク

チン接種後 28 日間の血小板減少症および血栓塞栓症の発生率を接種前のベースライン期間と

比較した[309]。その結果、Moderna 社のワクチンを接種した場合には、冠動脈疾患の発生率が

1.13倍(95%CI 1.02～1.25)上昇し、Pfizer社とModerna社のワクチンを接種した場合には、凝

固障害の発生率がそれぞれ 1.12倍(95%CI 1.07～1.19)と 1.26倍(95%CI 1.07～1.47)上昇し

たことが判明した[309]。また、Pfizer 社(1.09倍;95%CI 1.05～1.13)および Moderna 社(1.21

倍;95%CI 1.09～1.35)のワクチン接種後に脳血管疾患の発生率が上昇することも観察された。 

7.4.1 要約。65 歳以上の患者において、Pfizer BNT162b2 ワクチン接種と血栓状態(肺塞栓、

播種性血管内凝固症候群、免疫性血小板減少症)との関連性を示したWong らのサーベイランス

研究の知見に加えて、mRNA ベースの COVID-19 ワクチンは脳静脈血栓症、動脈血栓塞栓症、

虚血発作、冠動脈疾患、凝固障害、および脳血管疾患との関連性が認められている。 

7.5神経関連事象 

Dutta らが WHO の VigiBase によるサーベイランスデータを不均衡分析したところ、COVID-

19 ワクチンの接種に関連して発生した神経系の有害事象として、無味症、嗅覚脱失、灼熱感、浮

動性めまい、顔面神経麻痺、頭痛、知覚鈍麻、嗜眠、片頭痛、神経痛、不全麻痺、嗅覚錯覚、睡眠

の質の低下、痙攣発作、一過性脳虚血発作、振戦などが認められた[310]。 

Hosseini らによる神経系への有害作用に関するシステマティックレビューでは、mRNA ワクチ

ンが以下の病態と関連していることを示すエビデンスが見出された:頭痛;横断性脊髄炎、多発性

硬化症、視神経脊髄炎などの脱髄疾患;小径線維ニューロパチー;ParsonageTurner 症候群;ギ

ラン-バレー症候群;ベル麻痺、外転神経麻痺、急性散在性脳脊髄炎、脳障害、嗅覚機能障害およ

び異嗅症、耳鳴および cochleopathy,静座不能、痙攣発作、てんかん発作、譫妄、ならびに脳静

脈洞血栓症、脳内出血、虚血性卒中、一過性脳虚血発作などの脳血管障害[311] 

7.5.1 出血性脳卒中。Patone らが実施した自己対照症例集積研究では、英国の National 

Immunization Management Service(NIMS)データベースのデータを用いて、2020年 12月

から 2021 年 5 月までに 1200 万人以上の接種者を対象として、Pfizer BNT162b2 の 1回目

の接種から 28日間に発生した神経系の合併症による入院について検討された[312]。ワクチン接

種後 28 日間の範囲外(ワクチン接種前および 28 日目以降)でのベースラインの発生率と比較す

ると、ワクチン接種を受けた患者では出血性脳卒中のリスクが 1.38 倍(95%CI:15-21 日時点で

12-1～0.71)増加した。 

7.5.2ベル麻痺。Satoらが 2010年 1月から 2021年 4月にかけて実施した VAERS不均衡分

析では、他の全てのワクチンと比較して、Pfizer 社製ワクチンと Moderna 社製ワクチンでベル麻

痺の発生率がそれぞれ 1.84倍(95%CI:65-2～06)および 1.54倍(95%CI:39-1～70)に増加した

ことが示された[313]。 
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Shibli らの後ろ向きコホート研究では、イスラエル最大の医療機関のデータベースから、2020

年 12月から 2021年 4月までの期間における Pfizer BNT162b2 mRNAを用いた COVID-19

ワクチン接種に関するデータが収集された。このデータベースには 250 万人以上のワクチン接種

者が登録されていた[314]。最初のワクチン接種から 21日以内または 2回目のワクチン接種から

30日以内にベル麻痺と診断され、適切な ICDコードが割り当てられ、さらに診断から 2週間以内

にプレドニゾン[315]の処方箋が調剤された患者は、ベル麻痺の症例としてカウントされた。この数

字を 2019 年の発生率に基づいて算出された予測症例数と比較した。1 回目のワクチン接種は、

ベル麻痺リスクの 1.36倍の上昇と関連していた(95%CI 1.14～1.61)。リスクは高齢の女性で高

く、45～64 歳の女性ワクチン接種者ではリスクが 1.71 倍(95%CI 1.10～2.54)高く、発生率は

100,000人当たり 2.58例であり、65歳以上の女性ワクチン接種者ではリスクが 2.51倍(95%CI 

1.65～3.68)高く、発生率は 100,000人当たり 4.46例であった。 

Wan らの自己対照症例対照分析では、香港の住民対象電子カルテのデータを用いて、2021

年 3月から 7月にかけて Pfizer BNT162b2のワクチン接種を受けてから 28日以内に入院した

患者におけるベル麻痺の診断を評価した[316]。ワクチン接種群では、対応対照群と比較してベル

麻痺診断のオッズが 1.543倍(95%CI,123-2～121)上昇し、2回の接種を受けた 10万人当たり

最大 1.112 件のイベントが過剰に発生した。対照群と比較して、2 回目の投与から最初の 14 日

間にベル麻痺のオッズが 2.325 倍(95%CI 414-3～821)上昇したことが明らかにされた。自己対

照ケースシリーズ解析では、ワクチン接種後 28 日間とワクチン接種後期間以外のベースライン期

間(ワクチン接種前とワクチン接種後 28 日以降)におけるベル麻痺の発生率を比較したところ、2

回目の接種ではワクチン接種後 14 日以内のベル麻痺のリスクが 2.44 倍(95%CI:32-4～1.50)

増加したことが示された。 

Lai らによるレビューとメタアナリシスでは、ベル麻痺を定量化した 5 つの研究が対象とされ、

Pfizer BNT162b2またはModerna mRNA-1273の接種を受けた人では、ワクチン未接種者と

比較してベル麻痺のオッズが 1.36倍(95%CI:1.03-1.79)上昇することが総合的に示された[317]。 

7.5.3感音難聴。2020年 12月から 2021年 5月にかけて Yanir らが実施した大規模医療機

関を対象とした集団ベースの後ろ向きコホート研究では、2018 年と 2019 年の一般集団と比較

して、突然の感音難聴のリスクがファイザー社製ワクチンの 1 回目の接種後に 1.35 倍(95%信頼

区間 1.09-1.65),2回目の接種後に 1.23倍(95%信頼区間 0.98-1.53)上昇したことが明らかにさ

れた[318]。1 回目または 2 回目のワクチン接種から 21 日以内に感音難聴と診断され、適切な

ICD コードが割り当てられ、さらに診断から 30 日以内にプレドニゾンの処方を受けた患者は、感

音難聴の症例としてカウントされた[43]。リスクの上昇は、16～44歳の女性(1.92倍;95%CI 0.98

～3.43)および 65歳以上の女性(1.68倍;95%CI 1.15～2.37)では 1回目の投与後に、16～44

歳の男性(2.45倍;95%CI 1.364.07)では 2回目の投与後に最も大きかった。突然の感音難聴の

患者は、永続的な難聴および耳鳴を経験する可能性がある。 

7.5.4要約。サーベイランスデータから、mRNAベースの COVID-19 ワクチンが免疫を介した重

度の神経疾患の発生につながる可能性が示唆されている。短期解析では、ワクチン接種に関連し

て出血性脳卒中(リスクが 1.38倍上昇),ベル麻痺(リスクが 1.36～2.51倍上昇),および感音難聴

(リスクが 1.35倍上昇)が同定されている。 
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7.6免疫学的事象 

後ろ向きコホート解析により、mRNA ワクチンが帯状疱疹ウイルス感染を活性化し、帯状疱疹を

引き起こす可能性があることが明らかにされている。 

Hertel らは、世界的な TriNetX データベースから 2019 年 11 月から 2021 年 11 月までの

期間に収集された 100 万組を超える症例対照ペアを対象とした解析において、mRNA 脂質ナノ

粒子(LNP)またはアデノウイルスベクターベースの COVID-19 ワクチンを少なくとも 1回接種され

た被験者では、60 日間の接種で帯状疱疹と診断される頻度が、COVID-19 ワクチンの接種を 1

回も受けなかった被験者と比較して 1.802倍(95%CI 1.680-1.932)高かったことを明らかにした

[319]。Pfizer 社と Moderna 社の mRNA ワクチン接種者は、本研究の COVID-19 ワクチン接

種者全体の 98.5%を占めた。 

Wan らは、2021 年 2 月から 7 月にかけて香港保健局の記録を用いて、100 万人を超える

Pfizer BNT162b2 ワクチン接種者を対象とした自己対照症例集積研究および症例対照研究を

実施した[320]。Pfizer 社製ワクチンの接種を受けた患者では、1回目の接種から 0～13日後お

よび 14～27 日後の入院中に帯状疱疹と診断される可能性が、ワクチン接種前後の一定期間以

外のベースライン期間と比較して、それぞれ 5.23 倍(95%CI 61-17～03)および 5.82 倍(95%CI 

62-20～91)高く、2 回目の接種から 0～13 日後の入院中に帯状疱疹と診断される可能性が

5.14倍(95%CI 1.29～20.47)高かった。 

7.6.1 要約。COVID-19 ワクチンの接種者では、帯状疱疹と診断される頻度が接種歴のない集

団またはベースライン期間と比較して 1.80～5.82倍高かった。 

7.7生殖発生毒性試験 

7.7.1臨床試験における妊娠データの欠如。COVID-19ワクチンの緊急使用許可につながった

mRNA の第 3 相臨床試験では、妊婦および授乳婦が除外された[321,322]。2021 年 2 月、

Pfizer社と BIOnTech社は、同社の BNT162b2 ワクチンの安全性と有効性を評価するため、妊

婦を対象とした第 II/III 相臨床試験を開始したが、最終的に登録された被験者はわずか 349 人

であった[323]。現在までに、この試験のデータは公表されていない。Pfizer社の担当者は、2021

年半ばから後半にかけて米国およびその他の政府が COVID-19 ワクチンの mRNA を妊婦に接

種することを公式に推奨した後、この試験への登録者数が減少したと説明した[324]。代表者は電

子メールに次のように記している[324]: 

登録者数が減少したことにより、本試験の被験者数は免疫原性に関する主要な目的を評価する

には不十分なものとなり、世界的な推奨により、このプラセボ対照試験の継続はもはや正当化で

きなくなった。この提案は FDAおよび EMA(European Medicines Agency)と共有され、両者の

合意を得たものである。 

FDA が承認した Pfizer 社のコミナティワクチンの添付文書には、以下のように記載されている

[325]: 

妊婦に投与された CONAMINTY に関する入手可能なデータは、妊娠中のワクチン関連リスク

に関する情報を得るには不十分である。 
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同様の情報は、FDAの承認を受けたModerna Spikevax ワクチンの添付文書にも記載されて

いる[326]: 

妊婦に投与された SPIKEVAX に関するデータは、妊娠中のワクチン関連リスクに関する情報を

得るには不十分である。 

それでも CDCは、COVID-19 ワクチン接種を推奨している[327]。 

妊娠中、授乳中、現在妊娠を試みている、または将来妊娠する可能性のある人 

しかしながら、市販後調査では、妊娠、胎児の転帰、および女性と男性の両方の妊孕性に重大

な有害作用があることが示されている。 

7.7.2受動的サーベイランスの分析。2020年 12月から 2022年 12月までの間に VAERSに

提出された COVID-19 ワクチンに関する全報告のうち、13,000 件以上(0.50%)が月経不順の報

告であった[280,281]。これは、COVID-19 ワクチンで報告された 1 回のワクチン接種当たりの月

経不順回数がインフルエンザワクチンの 1,000 倍に相当する。Moderna 社と Pfizer 社-

BIOnTech社の COVID-19 ワクチンに関連して英国で提出された 224,960件の Yellow Card 

Reportのうち、23%(51,695件)が月経異常を報告した[281,328]。 

Thorpらによる 1998年 1月から 6月までの VAERSデータの解析 

2022[329]によれば、COVID-19 ワクチンはインフルエンザワクチンと比較して、月経異常、流

産、胎児染色体異常、胎児奇形、胎児嚢胞リンパ管腫、胎児心疾患、胎児心停止、胎児不整脈、

胎児血管灌流不良、胎児発育異常、胎児サーベイランス異常、胎盤血栓、胎児死亡/死産、羊水

過少、妊娠高血圧腎症、早産、早期前期破水、早産児死亡などの妊娠および月経に関する有害事

象の有意な増加との関連が認められた。これらの事象の比例報告比はいずれも、3つの標準化法

(単位時間、投与量、ワクチン接種者)のいずれにおいても、CDC の懸念のシグナルの閾値である

2.0を上回っていた。 

2023年 4月 7日時点の VAERSデータを対象とした未発表の解析では、2020年 12月に最

初の COVID-19 ワクチンが導入されて以来、30 年にわたる VAERS の歴史の中で、COVID-19

ワクチンによる自然流産の報告数は他の全てのワクチンによる報告数の 3.28 倍(3,576 件

vs.1,089 件),不妊問題の報告数は 13.38 倍(19,040 件 vs.1,423 件[330])であったことが示さ

れた。 

Mascolo らによる EudraVigilance のデータ解析では、2021 年に妊婦から提出された

COVID-19の注射に関連した 3,000件以上の症例安全性報告が検討された[281,331]。mRNA

以外の COVID-19ワクチンを接種された妊婦の報告と比較すると、mRNAワクチンを接種された

妊婦の報告では、胎児死亡率(0.81%vs 0.07%)が 12倍近く、死産率(0.22%vs 0.17%)が高く、妊

娠中の出血率(0.62%vs 0.07%)が 9倍近く、胎児障害発生率(2.5%vs 0.71%)および先天奇形発

生率(0.11%vs 0.03%)が 3倍以上、早産児発生率(0.64%vs 0.17%)が 4倍近く、新生児死亡率

(0.06%vs 0.03%)が 2倍であった。 

7.7.3 月経検査の分析。Lee らが 2021 年の 4 月から 6 月にかけて COVID-19 ワクチンの接

種を受けた 39,000 人以上の女性を対象として実施した調査では、月経周期が規則的な女性の

42%で通常よりも多量の出血がみられた[332]。通常は月経のない回答者のうち、長時間作用型

の可逆的避妊法を用いている女性の 71%,閉経後女性の 66%が破綻出血を報告した。 
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Parotto らは、自己申告による脱落膜円柱の脱落(子宮内膜全体の異常な脱落)が有意に増加

したことを報告しており、2021 年 5 月から 12 月までの調査に回答した 6,000 人以上の女性の

うち 292例(4.83%)で、過去 100年間に報告された流行前の 40例と比べて有意に増加していた

[333]。 

7.7.4 ワクチン接種群と非接種群のコホート解析。DeSilva らは、New England Journal of 

Medicine 誌の編集者に宛てたレターの中で、CDC が資金提供した後ろ向きマッチドコホート研

究について記載している[334]。この研究では、2020年 12月から 2021年 7月までに Vaccine 

Safety Datalinkの 8施設に登録された 16～49歳の妊婦が対象とされた。これらの女性のうち

32,794人(72.5%)がmRNA ワクチンの接種を 2回受けていた。COVID-19 ワクチンの接種を受

けた妊婦は、接種歴のない適合する妊婦と比較して、発熱を経験する可能性が 2.85 倍(95%CI 

1.764.61),倦怠感または疲労を経験する可能性が 2.24 倍(95%CI 1.71-2.93),局所反応を持続

する可能性が 1.89 倍(95%CI 1.33-2.68),リンパ節腫脹(リンパ節の腫脹)を経験する可能性が

2.16倍(95%CI 1.42-3.28)高かった。著者らは、重篤な急性有害事象に差は認められず、観察期

間がワクチン接種後 42 日で終了したことから、母体または乳児に対する長期的な影響を評価す

ることができなかった。 

Sadarangani らのコホート調査研究では、カナダの 7 つの州の 15-49歳の妊婦および非妊婦

90,000人以上が対象とされ、3,000人以上の妊婦がmRNAワクチンの投与を 2回受けた[335]。

ワクチン接種を受けた妊婦では、Moderna mRNA-1273 の 2回目の接種から 7日以内に重大

な健康イベントが発生するオッズが、ワクチン接種を受けていない妊娠対照群と比較して 4.4 倍

(95%CI 4-8～2.3)上昇したが、Moderna の 1 回目の接種または Pfizer BNT162b2 のいずれ

の接種でも接種後にこの上昇はみられなかった。妊娠中の女性に mRNA-1273 を 2回投与した

ときに最も多くみられた重大な健康上の事象は、体調不良、倦怠感または筋肉痛、頭痛または片

頭痛、および気道感染症であった。年齢群、SARS-CoV-2 感染歴、および妊娠三半期で補正した

多変量解析では、いずれかのmRNAワクチンの 2回目の接種から 7日以内に重大な健康イベン

トが発生するオッズが、対照群と比較して 2.4 倍(95%信頼区間 1.3～4.5)上昇したことが明らか

にされた。 

Dickらによる後ろ向きコホート研究では、2020年 12月から 2021年 7月までの間にイスラエ

ルの大規模な三次医療機関で出産した女性 5,618 人を対象として、妊娠第 2 トライメスターに

Pfizer BNT162b2 または Moderna mRNA-1273 のいずれかのワクチンの接種を受けた女性

は、接種を受けなかった女性と比較して早産の可能性が 1.3倍高かった(8.1%対 6.2%;p<0.001)。

この関連性は潜在的な交絡因子で調整した後も認められ、オッズは 1.49倍(95%CI 1.11～2.01)

高かった[336]。 

Dickらのその後の研究[337]では、2021年 7月から 10月にかけて、Pfizer BNT162b2また

はModerna mRNA-1273のいずれかの COVID-19ワクチンの接種を完了し、追加接種(3回接

種)を受けた妊婦は、接種を受けなかった妊婦と比較して、分娩後出血を経験する可能性が 2.96

倍高かった(9.5%vs 3.21%;p<0.001)。さらに、3回接種を受けた妊婦が妊娠糖尿病と診断される

頻度は、接種を受けなかった妊婦の 1.47倍であった(12.2%対 8.3%;p=0.02)。 

7.7.5 雄受胎能試験。37 人の精子ドナーを対象とした Gat らの小規模研究では、Pfizer 

BNT162b2 ワクチンの接種後 75～125 日の期間に、精子濃度が 15.4%(95%CI-25.5～-
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3.9%,p=0.01),生存精子総数が 22.1%(95%CI-35～-6.6%,p=0.007)減少したことが明らかにさ

れた[338]。精子濃度および総運動精子数はいずれも 145 日後に測定したときに減少したままで

あり、ベースライン値と比較してそれぞれ 15.9%(95%CI-30.3～1.7%)および 19.4%(95%CI-35.4

～0.6%)減少した。しかし、測定値のばらつきが大きく、サンプルサイズが小さかったため、これら

の結果は統計学的に有意ではなかった。この結果は、精液パラメータの回復は明らかであったと

する著者らの主張を支持するものではない。 

7.7.6 要約。これらの未試験製品の発売後に実施された一連のサーベイランス、調査および後ろ

向きコホート解析により、月経不順、有害な妊娠転帰、胎児の異常および男性の生殖障害の傾向

が明らかにされた。これらの報告は、短期および長期の生殖発生への影響を表面的にしか示して

いないが、ピアレビューされた文献ではまだ測定も記録もされていない。 

7.8結論 

金銭的な利益相反がなく、ワクチン接種群と非接種群の健康アウトカムを直接比較した大規模

な疫学研究はほとんどないが、入手可能なエビデンスからは、mRNAベースのCOVID-19ワクチ

ン接種後の疾患、障害、および死亡に関して懸念すべき状況がまとめられ始めている。これらは基

本的には短期効果に過ぎず、注射後数日から 6 週間以内に観察される。これらの有毒な生物剤

の損傷が慢性の心臓、血栓、神経、免疫、生殖、その他の器官の機能不全として発現するには、数

カ月、数年、数十年かかることがある。mRNA ベースの COVID-19 ワクチンについては、すでに

数十の査読論文で重大な害が実証されているが、CDC は依然としてこれらの注射は安全である

と主張している[339]。2022年 12月の時点で、CDCは COVID-19ワクチンを「生後 6カ月以上

の全ての人に接種するとともに、適格であれば 5 歳以上の全ての人に追加接種を行う」ことを推

奨している(同書)。政府の保健当局がそれを認めるかどうかにかかわらず、疫学的研究は、これら

のmRNA注射が男性、女性、小児の健康に及ぼす破壊的な影響を解明するのに役立つであろう。 
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8.AIDS&HIV:医学の倒錯と破壊の青写真 
 

David Rasnick,Ph.D.博士 

 

予測可能な悲惨な結果に対して判断を急ぐことがあったとすれば、それは HIV/AIDS 仮説とそ

の結果であった。科学的根拠の公表に先立って記者会見で発表された HIV/AIDS 仮説は、米国

の研究者による「フランス型」ウイルスの窃盗に関する初期の法的議論、HIV と AIDS の因果関係

の明確な証拠を集めるための世界的な科学的努力が依然として不十分であること、10 年以上の

歳月と数十億ドルの資金を費やしても予防や治療に何らかの進歩をもたらすことができないこと、

そしてAZTのような薬剤の有効性について何らかの便益をもたらすための議論が高まる中で、複

雑かつ混乱したものとなったが、HIV/AIDS仮説は依然として単純であり、HIV と AIDSの間には

不規則な相関関係があるが因果関係の証拠はないという理論である。私が「常軌を逸している」と

言っているのは、AIDSに罹患していない HIV陽性の症例と HIVに罹患していない AIDS症例が

数多く存在するためであり、また AIDSの定義が循環的であるため(no HIV=no AIDS)、そもそも

どのような相関関係も無意味であるためである(HIV に感染していない AIDS 患者は、CDC によ

って AIDS患者として正式にリストされているわけではない)。 

カリフォルニア大学バークレー校の Dick Strohman教授による序文から Infectious AIDS と

いう本まで:誤解されていないか？Peter Duesberg教授[340] 

1980年代から1990年代にかけてのAIDS騒動は、COVID-19の歴史にとって重要であるが、

その理由は、今日の世界を支配している政府と institutionalpharmaceutical の世界的なイン

フラが整備されたのがこの時期だからである。AIDS は私が腐食性の独善的な科学と最初に接触

した分野であった。私は 1980 年代に、AIDS に関する自由で開かれた科学的研究が突如として

終わりを迎えたことを目の当たりにしましたが、その時点では、広範で創造的な思考が不可欠であ

ったはずである。AIDSの感染性について疑問を呈したことで友人や同僚を失った。 

レーガン大統領の最初の任期は、AIDS 発症から最初の 4 年間と重なった。ブッシュ政権は

1984 年 4 月 23 日まで AIDS に関して沈黙していたが、この日、民主党が AIDS を選挙の争点

にするのを阻止するために記者会見が招集された。米国保健福祉省(HHS)のマーガレット・ヘッケ

ラー長官は、米国国立癌研究所(National Cancer Institute)のロバート・ギャロ博士がレトロウイ

ルス(後に HIV と呼ばれる)を発見し、これが AIDS の原因である可能性が高いことを発表した。

(その翌日、「probable」という言葉が削除された。)レーガン政権は 2 年以内にワクチン接種を行

うと約束した。6回の投与が行われているが、まだ待機中である。 

AIDS の原因がウイルスであることを Gallo が発見したことは、世界中の関心のある科学者にと

って全くの驚きであった。この件に関しては、この記者会見の前に科学雑誌や医学雑誌で一切言

及されておらず、学会でもこのアイデアについて議論されたことはなかった。米国立アレルギー感

染症研究所(National Institute of Allergy and Infectious Diseases:NIAID)の新たに所長に

任命された Anthony Fauciは、AIDS騒動を利用して「報道発表による科学的解明(science by 

press release)」を完成させた。Fauci による科学的精査と議論の横取りは、すぐに不正な AIDS

シナリオの確立につながり、それは今日に至るまで定説となっている。 
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 AIDSは伝染性である 

 AIDSは性行為により伝播する 

 AIDSは HIVによって引き起こされる 

 アフリカ起源の AIDS 

 AIDSは必ず死に至る 

しかし、これらの主張はいずれも真実ではない[340,341]。 

科学的理論は常にいつでも変化するものであり、「何かより良いもの」がその代わりとなる可能

性がある。「より良い何か」を探し続け、それが現れたときにそれを認識することが科学者の仕事

である。優れた理論、すなわち現実をよりよく理解することを提唱する個人またはグループは、通

常、他の科学者による誠実な挑戦を歓迎する。真に優れた理論に疑問を投げかけることは、それ

をより良いものにするだけであり、その過程で競合する理論の欠陥を明らかにする。少なくとも、

科学の進歩はこのように機能するはずであるが、残念なことに、組織科学はこの理想を大きく破壊

してしまった。 

図 8.1 ファールの急性伝染病の法則と米国人口における HIV 感染の長期的傾向 A:非免疫集団内で新たな細

菌が伝播するにつれて感染は増加するが、まだ感染していない感受性個体の数が減少するにつれて、感染者数

はすぐに減少する。死亡は同様の時間経過をたどるが、死亡者数は少なく、疾患の自然経過に応じた一定の遅

れがある。B:米国疾病予防管理センター(CDC)の推定による米国人口における HIV感染の経時変化[342]。 

アイゼンハワー大統領が 1961 年に警告したように、政府、大企業、医学界の結びつきが

今や世界を支配している。この超国家的ネットワークは、疑問を呈したり、修正したり、撤回し

たりすることのできないドグマを課すことによって少数派の意見や声を封じることで、現状を

保護している。私は、科学的、特に医学的な教義に異議を唱える者を罰し、迫害し、苦しめ、

黙らせる制度的専制主義を目撃してきた。情報の管理とその組織化された伝達は非常に広

範かつ広範に行われているため、実際に何が起きているのか、何が真実で何がそうでない

のかを知ることは不可能である。 
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8.1 AIDSは新しい伝染病のようには機能しない 

AIDSは伝染性疾患のように振る舞うことはない[340,341]。伝染性疾患は概して性別や人種を

区別しない。なぜか、AIDS はそうである。さらに、新しい伝染病は非常に急速に人口全体に広が

り、ピークに達した後、数週間から数カ月にわたってベル型の曲線を描きながら急速に減少してい

く(図 8.1A参照)。これは「Farr's Law of Contagious Disease」として知られている[340,p.266]。 

HIV 感染が臨床的な AIDS を引き起こすには数年、場合によっては 10 年以上かかると言われ

ている[340,p.156,p.297]。米国疾病予防管理センター(Centers for Disease Control and 

Prevention:CDC)は、米国では毎年約 50,000 人が新たに HIV に感染していると主張している

[343,344]。しかし、1986 年から 2022 年までの 37 年間に、およそ 100 万人の米国人が「HIV

とともに生きる」状態にあった(図 8.1B 参照)。これは、毎年同数の HIV 陽性米国人が死亡した場

合にのみ起こりうることである。 

8.2 AIDSおよび薬物乱用 

当初 AIDS を定義するものと考えられていた 2 つの臨床状態は免疫抑制とカポジ肉腫であっ

た。1984 年以前の少なくとも 2 年間、米国疾病予防管理センター(Centers for Disease 

Control and Prevention:CDC)は、ゲイ男性におけるこれら 2 つの疾患の発生率がゲイの生活

習慣、特にレクリエーショナルドラッグ、特にポッパーの大量使用と強く関連していることを認識し

ていた[345,346]。「早道」の男性同性愛者は肛門性交を容易にするために風呂での媚薬や筋弛

緩薬としてポッパーを吸入していた。ポッパー-化学的には亜硝酸アルキルとして知られている-は

化学的に非常に反応性が高く、強い発癌物質である。筆者も有機化学の研究者であるため、化学

薬品のドラフトの外で瓶を開けることはしない。 

ゲイの AIDS活動家で作家兼ジャーナリストの John Lauritsenが 2022年 3月 5日に死亡し

た。1980年代初頭には、ゲイ社会に対してレクリエーショナルドラッグの危険性に関する警告を広

め始めた。1985年 2月 14日、Lauritsenは Philadelphia Gay Newsに AIDSに関する最初

の記事「CDC's Tables Obscure AIDS-Drugs Connection」を発表し、CDCがポッパーとカポ

ジ肉腫との関連性を隠していることを明らかにした。1993 年、Lauritsen は自身の著書 The 

AIDS war:propaganda,profitering and genocide from the medical-industrial 

complex[347]を出版したが、これは 1985年に遡る AIDS に関する主な著作をまとめたもので、

上記の記事も含まれている。 

AIDS に感染したゲイの男性について発表された研究によると、彼らの多くには性的指向以外に

も何らかの共通点があったことが示されている。彼らは必ずしも静注薬物の乱用者ではなかった

が、それでもなお、クアールード(バルビツール酸系鎮静薬)、コカイン、亜硝酸塩の吸入剤(ポッパ

ー)、エチルクロライド、アンフェタミン、ブチン、バルビツール酸、アッパー、ダウナーなどを含む多く

の様々な不健康な化学物質を日常的に大量に使用していた。Lauritsen は、同性愛者のコミュニ

ティに対してこれらの薬物の危険性を警告するために最善を尽くしたが、間もなく自身のメッセー

ジに対する敵意が蔓延していたことが判明した。そのため、Lauritsen は同性愛者向けの報道機

関のみに記事を掲載することができ、しかもその一部にしか掲載できなかった。 
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8.3 HIV/AIDS仮説に対する Duesbergの科学的批判 

1987 年、Lauritsen は HIV/AIDS 仮説に対する懐疑論に対して科学的支持を得た。

University of California Berkeleyのウイルス学者で米国科学アカデミー(National Academy 

of Sciences)のメンバーでもある Peter Duesberg教授は、権威ある学術誌 Cancer Research

の編集者である Peter Magee の依頼により論文を発表し、HIV は AIDS を引き起こすには不十

分であると結論づけた。Laurisenは 1987年 7月 6日号の New York Native誌で Duesberg

氏にインタビューを行った。Duesberg は、HIV のようなウイルスは一般的に細胞を殺さず、たとえ

HIV が細胞を殺したとしても、感染する細胞はごくわずかであるため、その死が人の健康に深刻

な影響を及ぼすことはないと説明した。 

Lauritsenの著書 The AIDS Warの 1994年のレビューにおいて、Mike Chappelleは次のよ

うに述べている[348]。 

HIVが AIDSを引き起こすことはないという Duesbergのような一流の科学者の結論(およびま

すます多くの他の科学者によるこのテーマのバリエーション)は、すでに大々的に報道されていたと

予想する人もいるかもしれない。しかし、少数の例外(特に London Sunday Times紙)を除いて、

実際にはそうではない。しかし、HIV と AIDS の関連性が解明されたことで、Lauritsen は最終的

に AIDSは存在しないという驚くべき結論に達した。 

AIDS 発症から最初の 10 年間では、米国における 10 例中 9 例が男性であり、主に男性同性

愛者と異性愛者の静注薬物使用者であった。1993 年に米国疾病予防管理センター(CDC)が

AIDSを定義しうる疾患のリストに子宮頸癌を加えた後も、米国の女性は依然として AIDSを発症

することを断固として拒否していた。例えば、昨年の 1997年に CDCが報告した AIDS指標疾患

に関する統計によると、子宮頸癌は全 AIDS症例のわずか 1%であった[349]。 

AIDSは明らかに感染性がない。信じられないような話に聞こえるかもしれないが、AIDSやHIV

が性行為によって感染するかどうかを判断するためにデザインされ、実施された科学的研究は 1

つもない。証拠がない状況では、AIDS と HIVの性的伝播は明白な「真実」となっている。 

8.4 HIVが性行為によって伝播されない 

HIVが属するウイルスの仲間であるレトロウイルスに関する文献は、100年以上前にさかのぼる

[340,341]。地球上の全ての人と動物は、ゲノム中に 50～100 個、場合によっては 1000 個の休

眠レトロウイルスを保有している[350]。ヒトゲノムの最大 8%がレトロウイルスで構成されていると

推定されている[351]。3,000 種類以上のレトロウイルスがカタログ化されているが、ヒトに疾患を

引き起こすことが証明されたものは今のところ 1つもない。 

少なくとも 70 年前から、レトロウイルスは感染した細胞を殺さず、性的に伝播することもないこ

とが知られていた[340]。レトロウイルスは性感染性が非常に低いため、様々な系統の齧歯類をそ

の独特のレトロウイルスのスペクトルと混合することができ、異なる系統の齧歯類からセックスパー

トナーへの伝播は決して起こらない。これはヒト、類人猿、サル、ネコにも当てはまる。 

実験動物で使用されている実験用 HIV が、ウイルスに感染していないセックスパートナーに性

行為で感染することは一度も示されていない。Nancy Padian らは、HIVの異性間伝播の効率を

測定することを目的とした世界最高水準のヒト対照研究を実施した[352]。この 10 年間にわたる
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研究の最も印象的な結果は、HIV 陰性のセックスパートナーで、HIV 陽性のパートナーとの長年

にわたる無防備な性交によって HIV 陽性になった者はいなかったということである。繰り返しにな

るが、10年間の研究期間中に HIV陰性のセックスパートナーのうち陽性となった者は一人もいな

かった。したがって、観測された伝達効率はゼロであった。 

しかし Padian らは、HIV の性行為感染ゼロの報告を回避するために、研究に参加した HIV 陽

性のセックスパートナーは研究に参加する前に性交によって陽性になっていなければならないと

仮定した。この仮定に基づき、HIV 陰性の女性が自身も HIV 陽性になるには、HIV 陽性の男性と

1000回の性交を行う必要があると推定された。さらに驚いたことに、HIV陰性の異性愛の男性が

HIV 陽性になるには 8,000 人の性的接触者が必要であると推定された。他にも実質的に同一の

数字が報告されている[350,353,354]。 

これらの数字を考慮すると、「100 万人の米国人が HIV とともに生きている」という CDC の推

定は、HIVの性感染を仮定した場合に大きな問題となる。AIDS騒動当時の米国には約2億8000

万人の男女がいたため、HIV陰性の女性がHIV陽性になるには平均で 140,000回のランダムな

性交が必要であり、男性はその 8倍の回数が必要であった。 

このような途方もない数の性的接触は、売春婦にとってさえ手の届かないものである。このよう

な背景の下で、CDCが売春婦との性行為を AIDSのリスクカテゴリーとして挙げていないことは、

ある程度理にかなっている。Root-Bernstein[355]によれば、「米国と欧州の異性愛者で、売春婦

と性的関係をもったことがあり、他に危険因子(薬物乱用など)が認められず、その後に HIV 抗体

が出現した人の数は、片手の指で数えられるほどである」とのことであるが、薬物乱用のない米国

の売春婦が AIDS に感染するリスクは、他の女性と同程度である[356]。同じことが、

Germany,Zurich,Vienna,London,Paris,Pardenone(Italy),Athens の売春婦にも当てはまる

[357-361]。 

8.5 HIVが AIDSを引き起こすという証拠を求めたキャリー・マリスの調査 

1988 年、ポリメラーゼ連鎖反応(PCR)法を発明したことで 1993 年のノーベル化学賞を受賞し

たキャリー・マリスは、「HIVは AIDSの原因である可能性が高い」という自分の発言を裏付けるた

めの参考文献を必要とした。彼は単に、HIV が実際に「AIDS の原因である可能性が高い」ことを

実証した人物の名前を引用したかっただけであった。彼はすぐに、ノーベル賞の候補になりそうな

人物に名前がないことを知り、狼狽した。1994年、Mullisは HIVの発見者であるリュック・モンタ

ニエに質問する機会を得た。しかしMontagnierでさえ知らなかった。2000年にMontagnier自

身が、AIDS ドグマの中心的な特徴である HIV が AIDS を引き起こすという説を否定するに至っ

た[362]。17 

Mullisは、Anthony Fauciによる AIDSに対する不適切な対応や、ウイルスの検出や感染症の

診断にPCR検査を利用することを提唱する人々を厳しく批判するようになった。London Sunday 

Times紙のインタビューで、Mullisは次のように語っている[363]。 

 
17Montagnier が 2008 年のノーベル賞を受賞したのは、HIV が AIDS の原因であることを証

明したからではなく、HIV を発見したからであることに注目してほしい。 
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HIV が AIDS の原因である可能性が高いことを示す参考文献をくれそうなウイルス学者を一人

も見つけられない。これと同じくらい重要な問題に関しては、どこかに一連の科学的文書があるべ

きであり、それはアクセス可能な人々によって書かれた研究論文であり、このことを実証している。

しかし、それらは利用できない。ウイルス学者にその情報を求めても答えは得られず、怒りを買う

ことになる。 

Mullisは 2019年 8月 7日、PCR検査が世界的な COVID-19の不正行為につながる直前に

死亡した。 

2020 年 4 月、Montagnier は、スパイクタンパク質をコードする遺伝子に HIV の遺伝子配列

が挿入されていたことから、SARS-CoV-2 は実験室で作成されたものであると結論づけた[364]。

Montagnierは 2022年 2月 8日に死亡したが、その 8カ月前には COVID-19に対する「ワクチ

ン接種」の世界的な推進を批判していた[365]。 

8.6反体制派へのはりつけ 

HIV が原因であるという Duesberg の主張は、科学文献の中では全く議論の余地がなく、少な

くとも説得力のある反論の余地のない主張であることを科学者たちは暗黙のうちに認めていた。

Duesbergは AIDSのドグマに対する最も信頼できる粘り強い批判者として、Anthony Fauciの

ヒットリストの筆頭に挙げられていた。米国保健福祉省(Department of Health and Human 

Services:HHS)は、一般の人々が Duesberg の考えを知らないように「封じ込める」ことを決定し

た。Duesberg による Cancer Research 誌の論文が発表されてから 2 カ月後の 1987 年 4 月

28日、HHS長官室(Office of the Secretary of HHS)の Chuck Klineは「Media Alert」[366]

を発表した。 

NCI[米国国立癌研究所]から研究助成金を受けたCalifornia/BerkeleyのDr.Peter Berkeley

は、Dr.Gallo と Dr.Montagnierが同定した HTLV-III/HIVウイルスは AIDSの原因ではなく、ウ

イルスでもない「まだ同定されていない病原体」によって AIDS が引き起こされていると結論づけ

た論文を科学雑誌に発表した。この論文では、Dr.Gallo と Dr.Montagnier が同定した HTLV-

III/HIVウイルスは AIDSの原因ではなく、ウイルスでもない「まだ Duesberg 

不可解なことに、この論文は 3月 1日付の Cancer Research誌の追加記事[原文ママ]で公表

されたもので、ロバート・ギャロ医師らの功績とされているが、4月 27日(月)に New York Cityの

ゲイ雑誌がこの事実を公表するまで、この事実を認識していた者は誰もいなかったようである。 

Duesberg 氏は NCI の助成金を受けて 17 年間にわたりレトロウイルスと癌遺伝子の研究を行

っており、高く評価されている。彼は DOE から「傑出した研究者」賞を授与されている。この論文

は通常の公表前のプロセスを経たようであり、NIHに報告すべきであった。 

そうでなければ、2カ月近く前に出版されて大きな話題になるはずだった。 

現在は脚本家でゲイの活動家で国務省の評論家でもあるラリー・クレイマーがメディアの注目を

集めようとしているが、実際にはまだ軌道に乗っていない。例えば、彼がそのことについてトム・ブ

ロコウに話したことを私は知っている。これまでにNewsdayからCDCへの電話が 1件あったが、

報道機関への電話は 1件もなかった。 
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これは明らかに多くの議論を引き起こす可能性がある(これがウイルスでない場合、血液供給が

安全であることをどのようにして知ることができるか？どのようにして伝染について知ることができ

るのか？どうして皆さんはそんなに愚かなのでしょうか。また、なぜ私たちは再びあなたの言うこと

を信じるべきなのでしょうか。)対応する準備をしておく必要がある。筆者はすでに NIH に対して、

この問題の調査を開始するよう要請している。チャック・クライン 

cc:<日付> 

秘書役 

次官 

参謀長 

保健担当次官補 

公衆衛生局長官 

ホワイトハウス(White House) 

第 2次世界大戦以降、特にここ数十年の間に、米国のほぼすべての主要な科学分野で、議論の

息の根を止め、反対者を迫害する風潮が定着してきた。いわゆる生物医学では特に毒性が強い。 

30年以上にわたり、米国国立衛生研究所(National Institutes of Health:NIH)、米国国立癌

研究所(National Cancer Institute:NCI)および米国疾病予防管理センター(Centers for 

Disease Control:CDC)は、Duesberg 教授が撤回することも少なくとも沈黙を守ることも断固と

して拒否したことに対して、あらゆる手段を講じて同教授を沈黙させ、処罰してきた。HIV が疑問

視されるようになる以前、Duesbergは高い地位にある癌研究者として NIHから継続的に資金提

供を受けており、切望されていた「傑出した研究者(Outstanding Investigator)」という助成金ま

で授与されていた。 

Duesbergは 1987年に Cancer Research誌に掲載された AIDSのドグマに疑問を投げかけ

る論文[367]の発表後、驚くほどの迅速さで、政府からの資金提供をすべて受けられなくなった。

1990 年代初期以来、新たに大学院生を迎えることはなかった。一流の科学雑誌の中には、彼の

研究を掲載しなくなったものもある。終身在職権があるため、Duesberg 氏を解雇することはでき

ない。こうした理由から、カリフォルニア大学バークレー校は Duesberg が自発的に退学すること

を期待して、常に社会から取り残され、屈辱を受け、処罰されてきた。 

8.7アフリカにおける AIDS 

CDC とそれに続く世界保健機関(World Health Organization:WHO)が、2 つの非常に異な

る AIDS の流行を定義したことを、ほとんどの人は知らない。アメリカ人、ヨーロッパ人、その他の

豊かな国に対しては 1 つの定義があり、アフリカ人、アジア人、ラテンアメリカ人などに対しては非

常に異なる定義がある。このような奇妙な状況が生じる理由は、AIDS は地域によって全く異なる

ということである。1985年に中央アフリカ共和国の首都バンギで開催された会議では、アフリカに

おける AIDS とは発熱、下痢、持続する咳嗽、体重減少などの症状で構成される袋状の疾患であ

ると定義された[368]。このリストには、1990 年代中頃に結核が追加された。貧困と栄養不良とい

うこれらの長い間認識されてきた疾患は、今日に至るまでアフリカにおける AIDS 診断の基盤とな
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っている。驚くべきことに、HIV は定義に含まれていなかったのである。Bangui の定義に従えば、

アフリカの AIDSは何百年も前から存在していたと言える。 

ジョージ・オーウェルの象徴的な年である 1984 年、ニューズウィークの表紙は次のように問い

かけた。 

「Can Black Africa Be Saved?(アフリカの黒人は救えるか)」レーガン政権が AIDSはアフリカ

で始まりウイルスによって引き起こされたと世界に向けて発表してから、わずか数カ月後のことで

あった。その 2年後には、同じ学術誌に「Africa in the Plague Years」という記事が掲載された。

著者らは次のように報告している:「ウガンダ南西部のラカイ地域ほどこの疾患が蔓延している地

域はない。この地域では人口の 30%が[HIV に対して]血清反応陽性[未確定]であると推定されて

いる[369]。」 

1995年、世界保健機関(World Health Organization:WHO)は、「1991年半ばまでに、推定

150万人のウガンダ人(一般人口の約9%,性的に活動的な人口の20%に相当)がHIVに感染した」

と宣言して火に油を注いだ[370]。その後数年にわたって同様の報告が繰り返し発表され、人口の

30%もの人が若くして死を迎える運命にあり、家族や社会全体に悲惨な結果をもたらすと予言さ

れた。この予測は、全世界的な流行の発端となったと思われる国の事実上不可避の崩壊を宣言す

るものであった。 

今日では、ウガンダの AIDS についてはほとんど読まれていない。なぜなら、これらの予言はす

べて誤りであることが証明されているからである。ウガンダ統計局(Uganda Bureau of 

Statistics)は 2002年の国勢調査[371]において、以下のように報告している: 

ウガンダの人口は 1991年から 2002年の間に年平均 3.3%の割合で増加した。人口増加率の

高さは主に、過去 40 年間にわたって観察されてきた持続的な高い出生率(女性 1 人当たり約 7

人の子供)によるものである。乳児死亡率は 1991年の国勢調査時の 1000人当たり 422人から

2002年には出生 1000人当たり 83人へと減少傾向にある。 

国勢調査の報告によると、ウガンダの人口増加率は 1980年から 1991年の間に 2.5%にも達し

ていたが、その後の 10 年間で実際にはさらに増加した。ウガンダの人口増加率は現在世界で最

も高い水準にある。それでも大衆メディアは、サハラ以南アフリカ全体が30年以上にわたるAIDS

によって甚大な荒廃と人口減少に苦しんできたことを伝え続けた。こうした主張にもかかわらず、

統計を見る限り、中世ヨーロッパのペストに匹敵する規模のアフリカの AIDS 大惨事の証拠を見

つけることは極めて困難である。 

2001 年までに、アフリカでは累計で 1,093,522 例の AIDS 症例が発生したと報告されている

[372]。しかし、1980年から 2000年までのこの期間に、サハラ以南アフリカの人口は 3億 7800

万人から 6 億 5200 万人に増加し、これは年 3.6%の成長率に相当する。もちろん、このような背

景の下では、次の 2 つの理由から、AIDS によって 100 万人以上の命が失われる可能性を統計

学的に検証することは困難である。 

1. この減少は、2 億 7400 万人という圧倒的な同時増加(1999 年の米国の全人口に相当)に比

べれば小さい。 

2. Banguiの基準でアフリカのAIDSと定義されている疾患は、従来のアフリカ人の罹病率や死

亡率と区別がつかない[370]。 
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2019 年 5 月の時点で、サハラ以南アフリカの人口は 10 億 8000 万人に増加している。1980

年と比較すると、これは 7億人の増加であり、米国の人口の 2倍に相当する。サハラ以南アフリカ

の人口は、アフリカで AIDSの流行が始まったとされる時期から 2.8倍に急増した。 

サハラ以南アフリカの爆発的な人口増加と、アフリカの AIDS とその名前の由来であるアメリカ/

ヨーロッパの AIDS との間にある多くの疫学的および臨床的な相違は、アフリカにおける AIDS の

流行の存在に疑問を投げかけている。実際、入手可能なすべてのデータは、単に「AIDS」という新

しい名前が付けられた貧困関連感染症のアフリカにおける長年の流行と一致している。 

8.8タボ・ムベキによる AIDSに関する真実を知ろうとした不運な試み 

南アフリカのタボ・ムベキ大統領は、この歴史を認識し、自国の「科学者は本を読まない」という

憂慮すべき事実に直面したことから、1999 年に次のような問いかけを迫られた。AIDS が最初に

観察されたときと同じリスク集団に限定されているのはなぜか？これらの疑問やその他の疑問に

対する答えを得るために、彼は 2000年に Presidential AIDS Advisory Panelを設立した。 

AIDS について十分な理解を得るために、国際的な専門家委員会を南アフリカに招き、この問題

に関する問題を議論するための基盤を提供することが決定された。これらの議論の結果は、AIDS

に対処する上で従うべき最も適切な行動方針について政府に情報を提供し、助言するために利用

される。この決定は 2000年 4月に南アフリカ政府の内閣によって承認された。AIDS と HIVの分

野では、基礎科学者、医師、歴史家、経済学者から公衆衛生専門家、政策立案者に至るまで幅広

い分野の著名な専門家を特定するために、世界的な調査が行われた。さらに、一般人だけでなく

AIDS とともに生きる人々もパネルに参加するよう招待されることが決定された。 

南アフリカが最近経験したアパルトヘイトの歴史と折り合いをつけることで、ムベキは反対派の

声を取り入れる必要性を学んだ。ムベキの AIDS諮問委員会の 3分の 1は、世界中から集まった

科学者と医師で構成され、AIDSの定説に疑問を呈していた。この2回の諮問委員会の会議では、

詳細な報告書が作成された[373]。 

しかし、この諮問委員会に反体制派の科学者が参加したことは、AIDS 正統派の一部の代表者

や米国政府には受け入れられなかった。国境なき医師団(Médecins sans Frontières)の代表は、

「One Bullet,One Dissident」と書かれた看板を掲げて南アフリカの都市ダーバンを行進し、

Mbekiが質問した AIDSに関する質問に対する回答を求めた AIDS Advisory Panelの科学者

たちに抗議した(図 8.2)。また、反体制派を投獄するか、彼らが発言できないように米国憲法を改

正すべきだと主張する者もいた。 
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図 8.2 2000年 7月 14日から 20日にかけて、南アフリカのダーバンで、怒ったHIV陽性者が行進し、AIDS

が HIV によって引き起こされたのではないかとあえて質問する科学者たちに抗議した。Mail&Guardian,vol 

16,no 28,page 8.  

こうした抗議行動や反体制派を黙らせようとする努力が続いている一方で、ムベキの AIDS 諮

問委員会のオブザーバーは次のように指摘している[373,p.45]。 

当委員会の議論は、南アフリカにおける AIDS 問題の規模や HIV 陽性率に関してさえ、正確で

信頼できるデータや統計がないことに常に悩まされてきた。このようなデータや統計の提供を繰り

返し要請したが、南アフリカのパネリストや保健省の職員からはそのようなデータの提供は得られ

なかった。 

主流のエイズ研究者たちは、南アフリカの統計がアフリカで最も優れているという点では意見が

一致しているが、この専門家たちは、1994 年から 2001 年にかけて南アフリカの人口が毎年約

2%の割合で増加していたことを指摘していない。同じ期間に全死因死亡率が上昇したが、政府の

統計によると、HIVが原因とされた死亡は全体のごく一部であった[374]。 

2000 年 5 月には、南アフリカの首都プレトリアでオープンフォーラムが開催された。その目標は、

アフリカにおける AIDS の中心的な問題について議論し、政府が追求すべき AIDS 政策を決定す

る上で有用となる最善のエビデンスを提示できるように、政府の具体的な疑問に対処することで

あった。政府は国際的に認められた AIDS専門家を招いていたが、彼らはパネルの 3分の 2を占

めていたが、参加者の残り 3分の 1を占める国際的な批判者たちの「Who's Who」も招いていた。 

当初から、AIDS組織はムベキ大統領の AIDS諮問委員会(AIDS Advisory Panel)を徹底的に

弾圧した。AIDS は伝染性があり、HIV によって引き起こされるという考え方は米国保健福祉省

(Department of Health and Human Services)が提唱したものであったため、Clinton政権は

Mbeki による AIDSのドグマの精査を信用せず、AIDSの原因に関する公開討論を阻止せざるを

得なかった。しかし、ムベキの要請を単に拒否することは、米国とそれに続く他の政府にとって政治
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的に支持できないことであった。結局のところ、当時の世界の指導者たちは、アパルトヘイトの弾圧

から最近生まれた南アフリカの新しい民主主義を支援することに尽力していた。南アフリカ政府を

困惑させないために、米国政府は以下の措置を講じた。 

州政府はしぶしぶ AIDS当局を派遣した。エイズ問題の第一人者である Anthony Fauci氏の

欠席が目立った。 

和解できないムベキの努力を和解させようとする試みは、失敗に終わった。主流のパネリストた

ちは、どの議論にも誠実に参加しないことで互いに合意していたか、事前に指示を受けていたこと

は、最初から明らかであった。招待されたパネリストが出席した直後の最初の会議で、あからさま

な挑発行為が起こった。土壇場になって、FBI 捜査官のような身なりでダークスーツを着て厳しい

表情をした 3 人のアフリカ系アメリカ人の「医師」がパネルに加えられた。自分が全員黒人である

ことは誰にも許されなかった。招待されたパネリストとは対照的に、新たに参加した者を特定する

名札はなかった。何人かのアフリカの代表者は、見知らぬ人たちが突然現れたことに腹を立てた。

会議が始まる前に、会議の雰囲気が揺れようとしていた。 

Clinton 大統領が Mbeki に匿名のパネリストの参加を要請したという噂がすぐに広まった。ム

ロンゴ教授はパネリストと司会者にこの噂は本当かと尋ねたが、回答は得られなかった。結局、ム

ベキ氏のオフィスから女性が現れ、クリントン氏は実際にこれらの人々に参加するよう要請したと

語った。クリントンの目と耳のように威嚇的な存在であり続けることを除けば、見知らぬ人たちが会

議に何か貢献したという記憶は全くない。 

会議がようやく始まったとき、主要なパネリストたちは参加をきっぱりと拒否し、会議を頓挫させ

るためにできる限りのことをした。Duesberg氏が最初のプレゼンテーションをしようとしたとき、誰

かが大声で反対した。あまり中立的ではないモデレーターであるカナダの法学教授 Stephen 

Owenは、データを提示しないという主流の要求を黙認し、科学的な交流という見せかけさえも破

壊してしまった。このことは当委員会の議事録の公式報告書[373,p.108]に記載されている。 

基本的な性質を持つ科学的問題をめぐる意見の相違の多くを解決するために必要となる詳細

な科学的議論を、当委員会の審議の性質と形式では行うことができなかった。 

ヨハネスブルグで開催されたパネルの第 2回会合では、第 1回会合よりも明らかにプロフェッシ

ョナルな姿が示された。南アフリカの高官は、1 回目の会議で主流派が態度を硬化させたこと、特

に 2 回目の会議の議題を作成するために計画されたインターネットでの議論をボイコットしたこと

に対する政府の怒りと不満を表明した。政府は、主流派がインターネット上で独自の議論を始めて

いたことを発見し、ムベキの委員会の他のメンバーにも参加しないよう要請した。主流派は AIDS

の定説を武器に、密かに国際的な電子メールキャンペーンに参加し、その結果、ムベキの AIDS 諮

問委員会の信用を傷つけ中立化することを目的としたダーバン宣言が作成された。 

ダーバン宣言は、6 月の第 2 回パネル会合の直前に公表された。数日後に Nature 誌に掲載さ

れた[375]。これら 18 段落の文章の目的は、AIDS のドグマに対する批判をきっぱりとやめさせる

ことであった。AIDS 委員会の正統的なメンバーの多くが署名していた。これに激怒した南アフリカ

政府は、データ提示の禁止を解除するとともに、正統なパネリストたちに恥をかかせ、今回は本当

の意味での科学的議論を行わせようとした。しかし、それは少なすぎ、遅すぎた。 

南アフリカ放送協会(SABC)は、AIDS委員会を生中継する許可を政府から得ていた。しかし、主

流のメンバーは、参加が許可されても参加を拒否した。そこで政府は態度を軟化させ、SABCは排
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除された。にもかかわらず、当委員会の議事録はすべて政府によって録画された。当委員会は、ビ

デオと記録はいずれ公開されるとの情報を得た。もちろん、このようなことは起きていない。南アフ

リカと世界の人々には、これらのビデオを見る権利がある。主流派の妨害と行動を録画したビデオ

を公開することは、少なくともニクソン・ウォーターゲート事件のテープと同様に、米国に対して爆

発的、恥ずべき、損害を与える行為となる。 

AIDS ドグマの擁護者は例外なく、言葉による虐待という歴史的に効果的な慣習に訴えている。

中でも反体制派は、平地主義者、否定主義者、殺人者、精神病者、非倫理的であり、指からアフリ

カ人の血が滴り落ちる不道徳者であると非難される。もしこれらのいずれかが真実であれば、ム

ベキ大統領の AIDS 諮問委員会は、AIDS が実際に伝染性であり、性的に伝播され、HIV と呼ば

れるウイルスによって引き起こされているという説得力のある証拠を南アフリカ政府と世界の人々

に示す絶好の機会を正統派に提供すべきであった。ムベキが特に要求していたように、毒性のあ

る抗 HIV 薬が実際には害よりも利益をもたらすという証拠を南アフリカ政府に提示することもで

きたはずである。それが悪いことだとは考えにくいですよね？ 

8.9 AIDSの正統性に異議を唱えるいくつかの証拠 

主流の視点から見るとさらに重要なことに、南アフリカで開催された会議は、AIDS は感染性が

あるわけではなく、性的に伝播するわけでもなく、HIV によって引き起こされるわけでもないという

反体制派の立場を正統派が公然と抹殺するための完璧な場となるはずであった。そこで彼らは

「ダーバン宣言」を作成した。出席していた反体制派を除けば、AIDS 委員会を利用して反体制派

に対して確固とした科学的証拠をもって公に対決させ、打倒することを怠った正統派を説教した

者を誰一人として思い出すことはできない。以下に、当委員会の主要メンバーが公の場で検討す

ることを望まなかったエビデンスの例をいくつか示す。 

HIV が実際に性行為によって伝播されたのであれば、その有病率は他の性感染症の有病率と

同程度であるはずである。しかし、図 8.3 に示すように、南アフリカの各州の妊婦では、梅毒の性

感染症と HIV 陽性率との間に負の相関が認められる[369,376,377]。ウガンダとタイでも同様の

結果が報告されている。梅毒と HIV 陽性率との間には、時間の経過とともに負の相関も認められ

る[376]。ここでもウガンダとタイで同様の結果が報告されている。 

 

http://www.mcl-corp.jp/meditrans/


 

113 

MediTRANS®による機械翻訳 

*本翻訳はMediTRANS（http://www.mcl-corp.jp/meditrans/）という機械（AI）翻訳エンジンによるものであり，人による翻訳内容

の検証等は行っておりません。従いまして本翻訳の利用に際しては，原著が正であることをご理解の上，あくまでも個人の理解のための参

考に留めていただきますようお願いいたします。 

 

A 

 

B群 

 

図 8.3南部における HIV と梅毒の有病率の負の相関  

アフリカ[376]。A:2000 年の妊婦健診受診者における HIV と梅毒の州別有病率州:クワズール・ナタール州

(KZN)、ムプマランガ州(MP)、ハウテン州(GP)、自由州(FS)、北西州(NW)、東ケープ州(EC)、リンポポ州(LP)、北

ケープ州(NC)、西ケープ州(WC)。B:南アフリカの産科診療所受診者における HIV および梅毒の全国的な有病

率の傾向 4.1997年以前の梅毒のデータは入手できなかった。 

このような経緯に加えて、アフリカでは AIDS が感染性、性感染症、および人口減少をもたらす

という科学的証拠が全くないにもかかわらず、CDC,Fauci's NIAID,WHO などは、HIV が AIDS

の原因であると主張し続けている[374]。 

COVID-19 の詐欺は、大規模な AIDS 詐欺である。身長に関係なく、あらゆる批判者は完全に

沈黙させられる。COVID-19 に関する政府の定説に疑問を投げかけることをめぐって、家族と友

人の間で意見が分かれている。多くの理由により、また生活、職業、キャリアの幅広い領域にわた

って、何百万人もの人々が職を失っている。私たちは世界的な全体主義的乗っ取りの真っ只中に

あり、今後数カ月で事態はさらに悪化するでしょう。 
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9.まとめ及び結論 

本書の主な目的は、以下の問題の解決に役立てることであった。 

COVID-19 mRNAワクチンの経験から、将来のmRNAワクチンの安全についてどのようなこと

が分かるか？ 

ここでは、エビデンスを調査した後に学んだことを踏まえて、この疑問に答えよう。 

9.1 mRNA ワクチンの毒性の重要な機序 

COVID-19に対するmRNA ワクチンで観察された毒性を説明できる可能性のある病原的機序

として、少なくとも以下の 3つが考えられる: 

1. 脂質ナノ粒子の化学的毒性 

2. ワクチンによって発現が誘導されるスパイクタンパク質の直接的な毒性 

3. スパイクタンパク質に対する免疫応答の破壊的影響。 

このうち、以下の理由から、3番目の方法が最も重要であると考えられる。 

1. それは第 3章で提示した理論的考察から導かれる。 

2. 第 4 章で述べたように、スパイクタンパク質の発現部位付近にみられる強い炎症と免疫細

胞、特にリンパ球の浸潤という病理組織学的所見を説明できる。 

この機序を支持する第 3 の考慮事項は、ワクチンの反復注射後に有害事象の発生率と重症度

が上昇することであり、これについては第 7 章で述べている。これに対して、陽イオン脂質の化学

的毒性は特異的な免疫系とは無関係であり、したがって注射のたびに同程度の強度になると予想

される。 

さらに、AstraZeneca 社と Johnson&Johnson 社が製造しているアデノウイルスベースのワク

チンは、カチオン性脂質を全く含有していないにもかかわらず、mRNA ワクチンと有害事象のプロ

ファイルがかなり類似している。スパイクタンパク質の直接的毒性は特異抗体によって阻害される

はずである;したがって、その強度は反復注射後に増加するのではなく、減少するはずである。 

以上のことから、全体として、mRNA ワクチンにコードされた抗原抗体を発現する細胞に対する

免疫を介した攻撃が、主要な病原機序であると結論される。しかし、これは他の 2つの有害な機序

を軽視すべきであることを意味するものではない。スパイクタンパク質の直接的な影響は、最初の

注射後の早期有害事象に十分に寄与する可能性があり、特にウイルスに対する既存の免疫がな

い患者ではその可能性が高い。以下の理由から、陽イオン性脂質の毒性も無視できない。 

1. COVID-19 ワクチンの承認プロセスが機能していなかった時期には、これらの物質に関する

安全性試験はほとんど実施されなかったが、実施された基本的な試験では毒性が明確に示

唆された(6.1節参照)。 

2. 陽イオン性脂質による活性酸素種(ROS)の誘導(5.3.3節参照)は DNA損傷を引き起こす。こ

の損傷は脂質自体が除去された後も残存し、毒性が蓄積することを意味する。 

3. 陽イオン性脂質はすべての mRNA ワクチンに必要な成分であるため(5.1.4 節参照)、それら

の毒性は、1つの mRNA ワクチンのすべての接種にわたって蓄積するのではなく、すべての

mRNAワクチンのすべての接種にわたって蓄積することになる。 
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9.2害の免疫学的機序が完全に一般的であること 

すでに第 2 章と第 3 章で見てきたように、免疫応答を引き起こすのに必要なのは、何らかの非

特異的な炎症性刺激とともに外来抗原が存在することだけである。したがって、毒性の有無にか

かわらず、抗原性タンパク質自体の生物学的活性は、この文脈では重要ではない。将来のあらゆ

る mRNA ワクチンは、標的とする特定の微生物に関連した独自の特異的抗原抗体を産生するよ

う我々の細胞を誘導する。したがって、このようなワクチンはいずれも、COVID-19 に対するワクチ

ンでみられたのと同程度の免疫学的損傷を引き起こすと予想しなければならない。 

 

9.3 GMPへの回帰は mRNAワクチンの毒性を消失させるか？ 

COVID-19 の mRNA ワクチンに関しては、かなり驚くべき知見として、ワクチンがどれだけ汚染

されているかが挙げられる。汚染菌としては、プラスミド DNAや金属粒子などがよく知られている

(5.4.1 項参照)。さらに、異なるロット間で報告された有害事象の件数に極めて大きな差が認めら

れたこと(5.4.2 項参照)は、製造基準に著しい一貫性がないことを明確に示している。もし、これら

の不純物が除去され、一貫した基準が遵守されれば、mRNA ワクチンの毒性の脅威はなくなるで

あろうか。 

考慮すべき点が 2 つある。第一に、観察された主要な害の機序は、ワクチンが意図したとおりに

作用することに起因するということである。すなわち、ワクチンは体内の細胞に抗原の発現を誘導

し、抗原に対する免疫応答がそれらの細胞を死滅させる。したがって、死傷者の数を減少させるの

ではなく、より優れた一貫した製品品質が向上することを期待する必要がある。 

第二に考慮すべきことは DNA 汚染である。6.3 節で指摘したように、ワクチンに含まれるプラス

ミド DNA がもたらすリスクには 2 つの側面がある。第一に、ゲノムに損傷を与え、癌や白血病を

引き起こす可能性があること、第二に、抗原の発現が遷延し、それに対する免疫応答の持続期間

が延長して重症度が増すことである。したがって、ワクチンからの DNA の効果的な除去が保証さ

れれば、ワクチンの毒性は実際に軽減されるはずである。しかしながら、ワクチン注射後最初の数

日間は、抗原の発現は主に mRNA 自体によって駆動される可能性が高い。例えば心筋炎、脳卒

中、心臓発作(第 7章参照)のように、重度の有害事象の多くは注射後数日以内に発現する傾向が

ある。したがって、DNA 汚染を回避したからといって、mRNA ワクチンの毒性が終息したり、従来

のワクチンで「許容可能」とみなされるレベルまで減少したりする可能性は低い。 

9.4 mRNA ワクチンが本質的に危険であるなら、なぜ我々に対して推奨され、強制され

るのか？ 

この時点では、遠回しに言う必要はない。当局の行為を「正直な間違い」と解釈することはもは

や不可能である。遺伝子ベースの COVID-19 ワクチンの背後にある不吉なアジェンダを明確に示

す事例があまりにも多く発生している。必要性のない性急な承認、あからさまな脅しと強制、誠実

な科学に対する組織的な検閲、多数の死亡または重傷を負ったワクチン被害者に関する真実の隠

蔽などは、どれもあまりにも長く続いているため、意図と目的に関して疑念を抱くことはできない。

米国の政府と国内および国際的な行政機関は、私たち全員に宣戦布告なしの戦争を仕掛けてい
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る。第 8章で David Rasnickが指摘しているように、この戦争は数十年にわたって続いてきたも

のであり、今後も継続してエスカレートしていくと予想しなければならない。 

9.5我々に何ができるか？ 

何よりもまず第一に、我々は実際に政府の照準の中にいることを受け入れなければならない。し

たがって私たちは、彼らの不実で悪意のある指導に頼るのではなく、自分自身と愛する人たちのた

めに注意を払う必要がある。つまり、確立された科学や医学の場の内外を問わず、どこであっても

自分で研究を行い、正直な健康アドバイスを求めなければならない。本書を通じて、皆さんがこの

旅に一歩踏み出すことができたことを願っている。  
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あとがき 
Catherine Austin Fitts, President, The Solari Report 

私は今日、あなたがたに対して天と地とを、証人に立てる。私は、いのちと死、祝

福とのろいを、あなたの前に置く。あなたはいのちを選びなさい。 

 
申命記 30章 19節 

Doctors for COVID Ethicsによる「mRNAワクチンの毒性（mRNA Vaccine Toxicity）」を読

んで学んだことについては、考慮すべき点がいくつかある。 

mRNA 技術が人を殺したり傷つけたりすることが確かであり、そのことが COVID-19 ワクチン

の製造・販売に携わった人々に知られていたという事実は、貴重な情報である。このような知識を

もっていれば、自分自身と愛する人を守る力が得られる。そうすることは、これらの危険を理解し

て伝えてきた医師、科学者、研究者のネットワークにとって最も重要である。 

過去 3年間にわたってmRNAテクノロジーの致死性を明らかにすることに貢献してきた医師や

科学者の多くは、研究を開始した時点で何が見つかるのかをほとんど、あるいは全く予想してい

なかった。彼らは重要な地位に就いていたか、同じ地位から引退した人々であった。彼らは、確立

された組織、すなわち科学的組織、医療組織、科学と医学を支援する学術機関、政府とその規制

当局に信頼を置いていた。また彼らは多忙な生活を送っており、腐敗が増大する危険性を理解し

ていながらも、欧米を含む世界中でこうした手段によって大規模な残虐行為が行われる可能性が

あることに気づいていなかった。しかし、事実を発見した時点で、彼らは向き合うべきことに向き合

い、耐え抜いた。 

現在では地位や肩書を失った者もいる。彼らは収入と福利厚生を失っている。彼らは無数の時

間を無償で働いてきた。彼らはメディアの中傷やデマの標的にされている。根拠のない調査、訴訟、

および起訴の対象となっているものもある。医師免許を失った人もいる。家や家族、友人を失った

人もいる。中には毒を盛られたり、暗殺されたりした人もいると思われる。そして、彼らの警告に耳

を貸さなかった友人や家族が病気になって死亡したときには、誰もが深い悲しみと挫折を経験し

ている。 

彼らの犠牲の積み重ねは、あなたへの無償の贈り物であり、あなたが自分自身と愛する人たち

を守ることを選択し、他の人たちにも同じことをするよう促すためのものである。私たち一人一人

がこの貴重な贈り物を他の人々に渡すことで、私たちは一人一人、一つ一つの家族、そして一ツ一

つのコミュニティの良好な健康と生活を維持できる可能性を高めることができる。 

これは彼らが彼らの成果として期待していたことであり、彼らの科学と医学への貢献の結果とし

て、あなたとあなたの愛する人が生き、あなたの子供たちが健康で生殖能力のある成長を遂げ、

将来同じ世代を生み出すことを意味する。 

これまでに学んだことは貴重な情報となるかもしれないが、それは便利なことではない。mRNA

テクノロジーが人を傷つけ殺すという事実には深い意味がある。誰がこの技術を応用しているか

を考えると、mRNA 技術についてだけでなく、日常生活や財政の多くの側面に影響を及ぼすはる

かに広範な問題についても、誰を信頼できるかという我々の理解が根本的に変化する。 

信頼できる機関のリストから外れるのは、軍隊や健康を規制する機関を含む政府である。医薬

品産業はこのリストから外れている。高額の報酬を得て mRNA ワクチンの接種を推進していた多
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くの医師や病院はリストから外れており、それ以前から有害でしばしば致死的となる COVID-19

の治療を行っていた医師や病院もリストから外れている。あらゆる人々の心を戦争に巻き込み、

恐怖をあおって彼らとその子供たちを mRNA の「キルボックス」に押し込めようとしたメディアも、

リストから外れている。 

また、mRNA テクノロジーが人を殺傷するということを知っても驚かなかった勇気ある人々も多

くいた。その中には本書の序文の著者であるメアリー・ホランドも含まれていた。メアリーは

「Turtles All the Way Down」の共同編集者である。この本は、ワクチン産業を後押しするために

用いられた嘘の連鎖についての手ごわいレビューである(初版は2019年にヘブライ語で公表され

た)。Children's Health Defense のメアリーとロバート・ケネディ、Jr.らは長年にわたり、危険な

医薬品の猛攻撃、食物システムの荒廃、EMF 放射の増加、その他の形態の環境毒物・毒物から小

児を守るために活動してきた。もう一人の勇気ある人物が David Rasnick博士である。彼はこの

本の中で、mRNAワクチンを開発し、資金を提供し、供給する規制基盤の多くの側面を操作し、資

金を調達するために用いられる HIV/AIDS関連の嘘に関する章を執筆した。 

私もまた、mRNA テクノロジーの意図的な破壊的効果に驚かなかった。米国政府から何兆ドル

もの資金が失われ始めた後、私は2000年に、米国の退職と社会的セーフティーネットは単純な数

式に依存していると米国人に警告することを始めた。数兆ドルの窃盗を許容し続ければ、他の方

法で財務帳簿の帳尻を合わせることになる。具体的には、経済的および医療的給付の削減または

拡大、退職年齢の延期、意図的な期待余命の短縮、これらの組合せなどが挙げられる。実際、過

去 20年間にわたって講じられてきた様々な政策（Great Poisoning）によって平均余命は着実に

短縮してきた。現在、米国の小児の少なくとも 54%が 1つまたは複数の慢性疾患を有している。私

が 2007 年から 2018 年にかけて投資顧問を務めた際には、子供がワクチンによる被害を受けた

顧客がいたが、そのような被害が個人的にも経済的にも甚大な影響を及ぼすことを目の当たりに

した。 

また、明晰な目を持つ科学者のグループには、経済学者の Mark Skidmore博士も含まれてい

た。2017年以来、Dr.Skidmoreは米国政府から失われた膨大な数のデータの記録に貢献してき

た。さらに、2022 年と 2023 年に公表された COVID-19 と COVID-19 ワクチンの影響に関する

調査結果は、COVID-19 ワクチンとそれに関連する義務付けおよび強制措置によってもたらされ

る極めて高い水準の疾病、障害、死亡を実証する上で有用であった。 

mRNA テクノロジーから自身と家族を守るという課題に直面するにつれて、我々を失望させた

だけでなく、我々の人権と財産権の根本的な変化を含むクーデターを画策している既成勢力から、

どのようにして自身と家族を守るのかという多くの疑問にも直面するであろう。 

ワシントンにいる私の牧師はいつも「私たちが立ち向かうことができれば、神はそれを正すことが

できる」と言っていた。「mRNA ワクチンの毒性」を締めくくるにあたり、皆さんが mRNA テクノロ

ジーのリスクとその広範な影響に直面し、その知識を活用してできるだけ多くの人々を守ってくれ

ることを祈る。もしあなたが現在この「殺人機構」で働いているか、この機構に資金を提供している

のであれば、私たちは、あなたが死と貧困をもたらすものから、生命を与え富を築くものへと、時

間と支援をシフトされることを祈る。 

いのちを選択し、愛する人たちがいのちを選択する手助けをする。私たちの未来はそれにかかっ

ている。 
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